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反転授業によるアクティブラーニングの有効性と普及への課題

１．はじめに

学生のアクティブラーニングを促進する手段と

してICTを利用した反転授業の有効性や双方向授

業の重要性が指摘されています。しかし、私立大

学情報教育協会が2021年度に実施した「私立大

学教員授業改善調査」では、多くの教員が反転授

業を考慮しておらず関心も低いことが明らかとな

りました。そこで、筆者が行ってきた双方向ツー

ルを活用した反転授業について紹介します。本事

例が反転授業導入のヒントになれば幸いです。

２．反転授業

対象とした授業は週１回（合計14回）実施の

「スポーツと栄養」と「運動生化学」という講義

科目でどちらも科学的な知識と考え方を身に付け

ることを目標としています。

反転授業導入前には、パワーポイントを用いて

スライドを示しながら授業を行い、毎回最後に授

業内容に関する小テストを行っていました。この

ときは、授業中の学生はノートをとる作業に多く

の労力を費やしていました。

そこで反転授業導入の試みとして、各講義のホ

ームページを作成し、各回の授業で使用するスラ

イド（PDF）と小テストの問題を、あらかじめア

ップロードし配布しました。

配布資料ではスライドの一部を空欄とし各自で

埋めてくることを求め、小テストについても同様

に回答を考えてくるよう求めました。そして授業

ではその答え合わせと解説を行いました。

反転授業導入前にも同様に小テストを行い、教

員が回収し採点をしていましたが、10点満点で

０〜７点が多く、特に他人と全く同じ回答をする

学生が散見されていました。一方、反転授業導入

後は自己採点とし、得点は問わないこととしまし

たが、０点（すべて空欄）が目立って少なくなり

正解数も増えました。

また、小テスト回答用の小冊子の感想欄に、授

業の内容から派生した疑問が記載されることが多

くなり、より積極的に授業に参加できている様子

が感じられました。

そして期末のテストは、反転授業導入前に比べ

て、平均点は上昇し、特に低得点の学生が少なく

なりました（図１）。
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図１　反転授業の導入前と導入後の期末テストの得点分布

その後2020年４月より、新型コロナ禍のため

対面授業に代わってZoomを利用した遠隔授業を

せざるを得なくなり、これに伴い学内のICT環境

が整備されました。そこで、自前で作成していた

各授業のホームページに代わって、大学で導入し

ていたUniversal Passport RX（日本システム技術

株式会社）を通じて授業資料を配布することとし

ました。また、小テストは大学で契約したGoogle

Formによって作成し授業後２日以内に回答する

こととし、次回の授業で答え合わせをしました。

さらに毎回の小テストには自由記述の感想欄を設

け、集まった感想と、それぞれに対する教員のコ

メントをPDFとし、Universal Passport RXを通じ

て共有するようにしました。
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ができます。例として「鉄が足りないとどうな

る？」という設問への回答を示します（図３）。

Zoomによる遠隔授業ではsli.doではなくチャッ

トを利用していましたが、対面授業が復活した現

在は、大学で導入したUniversal Passport RXのク

リッカー管理を使っています。Word cloudはでき

ませんが、棒グラフと円グラフでの出力はできて

います。

４．反転授業の効果と展望・課題

以上のように、現在、オンデマンドビデオを利

用した反転授業を行い、その際に双方向ツールに

より学生の反応を授業に反映させています。これ

により、教室に集合して時間を共有している時に

は、学生の疑問にフォーカスして解説したり、自

分たちで考えさせたりする時間を圧倒的に増やす

ことができました。

同一のテストを用いた効果測定はしていません

が、授業資料の事前共有だけでも成績が向上して

いたので、現在はさらに理解が向上できていると

考えています。

まだ、対面ではマスク着用で間隔を空けて着席

させ発語を控えさせている状況ですが、正常化す

れば小グループに分けて相談させるなど、対面で

あることの利点をより活かせると期待していま

す。

一方、反転授業では対面時の教員の役割は、説

教者よりファシリテーターの比重が大きくなるの

で、それに対応する必要があります。また、小グ

ループで考えさせる場合にはファシリテーターと

なるTAを増やす必要があると思われます。

したがって、反転授業では教員の役割変化への

対応と授業補助の方法などが、今後の課題であり

ましょう。

2022年度後期からは、どちらの科目も対面授

業となりましたが、スライドを示しながらの講義

はビデオ化し大学で契約したGoogle Driveを通じ

て共有し、オンマンドで各自視聴してから授業に

参加することとしました。また、小テストの解答

もビデオ化し、回答締め切り後に共有し各自で確

認することとしました。

これにより、教室に集合しての授業時間では、

小テストの感想欄で理解しづらいと指摘された点

について解説したり、後述する双方向ツールなど

を用いて考えたりすることがメインとなりました。

３．双方向ツール

反転授業の導入後、2019年度にはリアルタイ

ムのコミュニケーションツールとして、双方向コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル 『 Sli.do』

（https://www.slido.com/）を使用しました。『Sli.do』

は、授業中に投票やQ&Aを匿名で行えるサービ

スで、授業中に学生に質問を投げかけ回答を回収

したり、各自の質問やコメントを無記名で集めた

りすることができるツールです。学生はスマート

フォン、タブレット、PCなどでWi-Fiを通じて

『Sli.do』にアクセスし回答を行います。教員は付

属の『Slide Switcher』により、プロジェクターで

映写している画面をパワーポイントのスライドシ

ョーと『Sli.de』の回答画面と切り替えることが

でき、リアルタイムで反応を共有することができ

ました。

Slideの例として、１ケ月の食費を選択肢で回答

を集めた例（図２）を示します。

図３　『Sli.do』でWord cloudで回答を集めた例

図２　『Sli.do』で選択肢への回答を集めた例

またsli.doではword cloudを用いてオープンな設

問への回答を集めることもでき、その際には良い

回答に「いいね」をすることができるので、学生

も良い（人気のある）回答をしようとして、他者

の回答を参考にしつつ、自分の回答を考えること


